

　　　　　「新・中学保健体育の学習2年」知識の確認
保健編3章
教科書p.92～93　　　　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　３　喫煙と健康


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①喫煙の健康への影響
□たばこの煙には、（　ニコチン　）、タール、一酸化炭素など、200種類以上の
（　有害物質　）が含まれています。たばこを吸うと、毛細血管の収縮、（　血圧　）の上昇、（　酸素　）運搬能力の低下、せき、心臓への負担など、さまざまな急性影響が現れます。
□ニコチンには（　依存性　）があるため、喫煙が習慣化するとやめるのが難しくなります。喫煙をやめられず長期間続けると、さまざまな部位のがんをはじめ、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、（　心臓病　）、脳卒中などの病気にかかりやすくなります。
②20歳未満の喫煙の害
□心身の発育・発達期は、喫煙の影響を受けやすく、（　依存症　）になりやすい時期にあるため、20歳未満の喫煙は法律で禁止されています。
周りの人などへの影響
□喫煙者がたばこから吸い込む煙を（　主流煙　）、たばこの先から出る煙を（　副流煙　）といい、喫煙者の近くにいる人が、これらを吸い込むことを（　受動喫煙　）といいます。
□妊婦の喫煙は、胎児の発育に悪影響を及ぼしたり、（　早産　）などの危険を高めたりします。
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